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参加者は会場一杯に集まった

経営者協会との労使懇談会の様子
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Ａ ：規模10人以上の事業場には作成・届出・周知義務がある
　規模10人以上の事業場には作成・届出義
務がある。作成変更にあたっては、労働者
代表の意見聴取義務があり、その就業規則
を従業員に周知しなければならない。

絶対的必要記載事項（必ず記載すべき事項）
⑴　始・終業の時刻、休憩時間、休日、休暇、交代制の場合
は就業時転換に関する事項
⑵　賃金（臨時の賃金を除く）の決定・計算方法・支払方法・
締切日・支払時期・昇給に関する事項
⑶　退職に関する事項（「解雇の事由」を含む）

周知の方法（いずれかの方法）
①　各従業員への書面の交付
②　常時各作業場の見やすい場所への掲示または備え付け
③　磁気ディスク等に記録した内容を常時労働者が確認でき
る機器の各作業場への設置

Ｑ：就業規則を見せて
ほしいと頼んだら、

「うちにはない」と

言われた

３月の主な活動
	 1日	2016春季生活闘争
	 	　� 県中央総決起集会
	 2日	第2回中央メーデー
	 	　� 実行委員会
	 5日	第2回地協代表者会議
	 	にいがたユニオン
	 	　  第22回定期総会
	 	国際女性デー
	 	　  第23回にいがた集会
	12日	土曜労働相談会
	15日	第3回女性委員会
	16日	第5回四役会議
	 	医療部門連絡会
	17日	流通部門連絡会
	19日	青年委員会
	 	　� 第21回ユースラリー・
	 	　� 地協青年代表者会議
	30日	第5回執行委員会
	 	　� （拡大闘争委員会）

すべての働く者の処遇改善！

「底上げ・底支え」「格差是正」で経済の好循環実現

第87回メーデー　県内開催一覧
地　区 と　　　き 会　　　場
県 中 央 ４月29日（金）10：00 新潟市陸上競技場
村 上 ４月29日（金）10：00 村上市勤労青少年ホーム
胎 内 ４月27日（水）18：30 胎内市産業文化会館
新 発 田 ５月１日（日）10：00 新発田市民文化会館
阿 賀 野 ５月１日（日）10：00 瓢湖水きん公園
五 泉 ４月29日（金）10：00 五泉市総合会館
東 蒲 原 未定 （　） 未定
秋 葉 ５月１日（日） 新潟市秋葉区文化会館
佐 渡 ４月29日（金）９：00 アミューズメント佐渡
西蒲・燕 ５月１日（日）９：00 燕市吉田産業会館
三 条 ５月１日（日）９：00 三条市総合体育館
加 茂 ５月１日（日）９：00 加茂市民体育館
長 岡 ５月１日（日）９：45 アオーレ長岡 アリーナ
見 附 ４月29日（金）18：00 見附市中央公民会館（予定）
小 千 谷 未定 （　） 未定
北 魚 沼 未定 （　） 未定
南 魚 沼 ４月29日（金）９：00 南魚沼市民会館
十 日 町 ５月１日（日）10：00 未定
柏 崎 ４月30日（土）９：00 柏崎市文化会館アルフォーレ 大ホール
上 越 ４月29日（金）10：00 上越文化会館 大ホール
頸 南 ５月１日（日）９：00 妙高市文化ホール 大ホール
糸 魚 川 ５月１日（日）９：00 糸魚川市民会館 大ホール

2016春季生活闘争
中小・地場総決起集会
と　き：４月２日（土）
　　　　14：00～15：30

ところ：�新発田市・
　　　生涯学習センター

※終了後、デモ行進

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
定
期
大
会

活
動
方
針

役
員
体
制�

を
決
定

　

三
月
五
日
、
万
代
シ
ル
バ
ー

ホ
テ
ル
に
て
、
に
い
が
た
ユ
ニ

オ
ン
第
二
二
回
定
期
大
会
が
開

か
れ
、
二
七
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

賃
金
・
労
働
条
件
の
均
等
待

遇
の
実
現
や
ユ
ニ
オ
ン
組
織
の

整
備
な
ど
、
二
〇
一
六
年
度
の

活
動
方
針
と
会
計
予
算
、
役
員

体
制
が
提
案
・
承
認
さ
れ
、
丸

山
書
記
次
長
の
力
強
い
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
学
習
会
を
開
き
、

二
人
か
ら
講
演
を
う
け
ま
し
た
。

　

ま
ず
元
新
潟
市
議
・
細
野
弘

康
さ
ん
が
「
侮
る
な
！
東
区
の

生
産
力
」
と
題
し
て
、
新
潟
市

東
区
の
概
要
、
工
業
集
積
地
域

の
歴
史
・
特
色
、
産
業
を
活
用

し
た
取
り
組
み
な
ど
東
区
の
生

　

三
月
一
日
、
連
合
新
潟
と
連

合
新
潟
地
協
は
「
二
〇
一
六
春

季
生
活
闘
争
！
新
潟
県
中
央
総

決
起
集
会
」
を
開
き
、
構
成
組

織
・
単
組
か
ら
五
〇
〇
人
を
超

え
る
組
合
員
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
は
、
今
年
の
春
季

生
活
闘
争
に
つ
い
て
、『
底
上

げ
』
を
す
る
春
季
生
活
闘
争
と

位
置
付
け
て
、
賃
上
げ
と
処
遇

改
善
の
取
り
組
み
を
す
す
め
、

暮
ら
し
の
底
上
げ
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
ま
し
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
『
持
続

性
』『
月
例
賃
金
』『
広
が
り
』

『
底
上
げ
』
の
四
つ
を
掲
げ
ま

し
た
。『
持
続
性
』
は
、
こ
の

二
年
間
の
成
果
で
あ
る
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
、
経
済
の
好
循
環

を
は
か
る
取
り
組
み
を
持
続
す

る
こ
と
。『
月
例
賃
金
』
は
、

年
収
ベ
ー
ス
で
は
な
く
、
月
例

賃
金
に
焦
点
を
当
て
た
引
き
上

げ
に
こ
だ
わ
る
こ
と
。『
広
が

り
』
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
が

行
き
届
い
て
い
な
い
組
合
員
を

は
じ
め
、
世
の
中
に
も
広
げ
る

こ
と
。『
底
上
げ
』
は
、
世
の

中
に
賃
上
げ
の
機
運
と
地
域
相

場
を
し
っ
か
り
作
っ
て
い
く
こ

と
で
す
。

　

そ
の
後
、
各
構
成
組
織
を
代

表
し
、
民
間
部
門
の
村
山
隼
人

さ
ん
（
電
機
連
合
）
と
丸
山
淳

さ
ん
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）、
官
公
部

門
の
青
木
正
利
さ
ん
（
国
公
総

連
）
三
人
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
等
に
つ
い
て
決
意
表
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
新
潟

地
協
青
年
女
性
委
員
会
・
鳥
島

達
朗
さ
ん
（
電
力
総
連
）
か
ら
、

「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
今
周
期

各
団
体
へ
の

      

要
請
を
展
開

春
季
生
活
闘
争
総
決
起
集
会

　

連
合
新
潟
は
賃
金
引
き
上
げ

を
は
じ
め
、
労
働
条
件
の
向
上
、

景
気
・
雇
用
対
策
な
ど
を
各
団

体
へ
要
請
し
ま
し
た
。

　

新
潟
労
働
局
へ
の
要
請
で
は
、

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
や
労
働

時
間
の
短
縮
な
ど
六
項
目
を
要

請
し
ま
し
た
。
梅
澤
労
働
局
長

は
、「
労
働
環
境
を
良
く
す
る

た
め
に
は
、
地
道
に
職
場
に
入

り
、
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
働
く
人
の
労
働
条

件
を
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ

う
労
働
行
政
を
進
め
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

新
潟
県
経
営
者
協
会
へ
は
第

二
八
回
新
潟
県
労
使
懇
談
会
の

中
で
、
現
在
の
経
済
情
勢
や
雇

用
・
賃
金
な
ど
の
状
況
に
つ
い

生
活
闘
争
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も

と
に
賃
金
の
底
上
げ
・
底
支
え

と
な
る
よ
う
適
正
な
配
分
を
勝

ち
取
ろ
う
」
と
提
案
し
、
参
加

者
全
員
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

産
性
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
潟
市
議
・
小
柳

聡
さ
ん
が
「
ど
う
す
る
！
若
者

と
政
治
」
と
題
し
て
、
七
月
に

選
挙
権
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
こ
と
や
、
学
生
の
時
の
政
治

活
動
へ
の

教
育
の
あ

り
方
、
期

日
前
投
票

所
の
拡
大

へ
の
取
り

組
み
に
つ

い
て
語
り

ま
し
た
。

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
連

合
新
潟
か
ら
は
月
例
賃
金
の
引

き
上
げ
や
付
加
価
値
の
公
正
分

配
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
取
り
組
み
、
改
正
労
働

法
の
周
知
徹
底
を
申
し
入
れ
ま

し
た
。
齋
藤
会
長
は
「
経
済
の

好
循
環
に
は
賃
上
げ
の
果
た
す

役
割
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

安
定
し
て
支
給
さ
れ
る
月
例
賃

金
の
引
き
上
げ
が
必
要
だ
」
と

述
べ
ま
し
た
。
経
営
者
協
会
・

並
木
会
長
は
、「
賃
金
は
物
価

動
向
、
世
間
相
場
、
社
会
的
な

要
請
な
ど
外
的
要
素
と
、
自
社

の
付
加
価
値
、
労
働
生
産
性
、

労
務
構
成
、
労
使
関
係
な
ど
内

的
要
素
を
考
慮
し
支
払
い
能
力

に
応
じ
て
決
め
る
。
会
員
企
業

へ
有
意
義
な
労
使
交
渉
と
な
る

よ
う
働
き
か
け
る
」
と
応
え
ま

し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
春
季
生
活
闘

争
の
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
県
知

事
や
経
営
者
に
対
し
て
要
請
と

意
見
交
換
を
行
い
、
理
解
と
支

援
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

参加者の募集を開始しました。
今大会から電子メールでの応募ができます。
詳しくは大会要項、連合新潟ホームページ最新情報を
ご覧ください。
とき　５月14日（土）　　ところ　デンカビッグスワンスタジアム

第26回
新潟県勤労者
駅 伝 大 会

第87回県中央メーデー バックパネルデザイン募集中
応募締切は３月一杯！

と　き　４月29日（金・祝）� ところ　新潟市陸上競技場
テーマ　「底上げ、底支え」

　

集
会
後
は
、
構
成
組
織
ご
と

に
集
団
を
つ
く
り
、
齋
藤
会
長

ら
を
先
頭
に
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
あ
げ
な
が
ら
新
潟
市
内

を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

2 0 1 6
春季生活闘争



連　　　合　　　新　　　潟

連合新潟
執行委員

講演をする舘岡さん

会場には100人以上が集まった

手交する齋藤会長（右）
と大渕県議（左）
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3割以上

いない

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2016年３月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第301号

　ＪＡＭは1999年９月にゼンキン連合と金属機械が合併して
生まれた、ものづくり産業に働く仲間が結集する産業別労働組合
です。全国では2000単組・35万人、ＪＡＭ新潟では80単組・
10,500人が加盟しています。
　昨年９月に行われた第17回定期大会では、「藤川しんいち」組
織内候補の参議院選挙必勝や組織拡大など、2016・2017年
度活動方針が確認されました。また、2016年度より今まで１名
だった女性特別執行委員を５名に増員するとともに、男女共同参
画委員会を新設し、第１回委員会では男女共同参画社会の実現に
向けて取り組むべきこと、めざす姿を確認しました。委員会の中
では「女性自身の意識を変えることも必要」という意見も出され
ました。
　めざす姿を実現するには厳しい道のりかもしれませんが、ＪＡ
Ｍ新潟女性協議会（With新潟）と連携し、確実に成果をあげて
いきたいと考えています。
　私は昨年10月に出身組合
からＪＡＭへ入局し、2016
年度より女性枠で連合新潟執
行委員になりました。まだま
だわからないことばかりで勉
強の日々ですが、たくさんの
ことを吸収し、積極的に連合
の活動に携わっていきます。
� 　ＪＡＭ新潟　細川さつき

土曜相談会 ４月は９日に開催

ＪＡＭ新潟

　

世
の
中
に
は
食
べ

物
や
お
酒
、
歴
史
な

ど
、
そ
の
知
識
を
試

す
多
彩
な
「
検
定
」

が
あ
る
。

　

数
年
前
、
星
座
や

天
体
へ
の
興
味
か
ら

星
空
宇
宙
天
文
検
定

な
る
も
の
を
受
験
し

た
。
国
立
天
文
台
が

あ
る
東
京
都
三
鷹
市
で
年
に
何
度
か

行
わ
れ
、
当
時
二
級
に
合
格
し
た
と

き
は
日
頃
味
わ
え
な
い
達
成
感
が
あ

っ
た
。
検
定
で
あ
る
か
ら
「
合
格
」

が
目
的
だ
ろ
う
し
、
限
ら
れ
た
期
間

で
も
そ
れ
な
り
の
準
備
を
し
て
い
た

か
ら
こ
そ
の
結
果
や
達
成
感
だ
っ
た

と
も
思
う
。

　

五
月
二
二
日
、
私
た
ち
に
身
近
な

知
識
を
試
す「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
」

が
控
え
て
い
る
。

　

ど
ん
な
達
成
感
を
味
わ
え
る
か
分

か
ら
な
い
が
、
準
備
期
間
と
な
る
残

り
二
ヶ
月
な
ど
あ
っ
と
い
う
間
だ
と

自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。

�

（
Ｋ
）

食
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

～
新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
９
回
総
会
～

女
性
の
政
治
的
自
由
と
平
等
の
た
め
に

　
　
～
連
合
・
国
際
女
性
デ
ー

　
　
　
　
　
　
第
二
三
回
に
い
が
た
集
会
～

推
薦
県
議
会
議
員
と
懇
談
会

　

二
月
一
六
日
、
勤
労
福
祉
会

館
に
て
「
新
潟
県
・
食
と
環
境

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
９
回
総
会
」

が
開
か
れ
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

経
過
報
告
や
今
後
の
活
動
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
食
ネ
ッ
ト
代
表

の
連
合
新
潟
・
齋
藤
会
長
は「
食

ネ
ッ
ト
は
子
供
た
ち
も
一
緒
に

参
加
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。多
く
の
人
か
ら
意
見
・

要
望
を
も
ら
い
、
み
ん
な
で
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
月
一
七
日
、
連
合
新
潟
が

推
薦
す
る
県
議
会
議
員
と
の
懇

談
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
春
季
生
活
闘
争
、

新
潟
県
施
策
要
望
、
七
月
に
行

わ
れ
る
第
二
四
回
参
議
院
選
挙

な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
換
さ

れ
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
・
齋
藤
会
長
か
ら

出
席
県
議
一
〇
人
を
代
表
し
て

大
渕
県
議
に
「
二
〇
一
六
春
季

生
活
闘
争
に
関
わ
る
要
請
書
」

　

三
月
五
日
、
勤
労
福
祉
会
館

に
て
、
連
合
・
国
際
女
性
デ
ー

第
二
三
回
に
い
が
た
集
会
が
行

わ
れ
、
一
〇
〇
人
以
上
が
集
ま

り
ま
し
た
。
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２月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�　２月のアンケートは、「あなたの職場の女

性管理職の比率は？」でした。
　これまで、連合では第４次男女平等参画推進計画
を打ち出し、職場における男女共同参画を推進してお
り、着々と効果を伸ばしつつありますが、まだ、目標
には届いていないのが現状です。今回のアンケート結
果を見てもそれが浮き彫りとなっています。今後も連
合新潟の総力を挙げて取り組んでいきましょう。
　３月のＨＰアンケートは、ウインタースポーツに関
する話題です。投票をお待ちしています。

　

総
会
後
の
記
念
講
演
会
で
は
、

上
越
市
立
飯
小
学
校
教
諭
・
舘

岡
真
一
様
か
ら
「
食
か
ら
始
ま

る
大
き
な
未
来
！
」
と
題
し
た

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
何
も
考

え
ず
に
食
べ
て
き
た
豚
肉
や
米

な
ど
を
授
業
で
実
際
に
育
て
、

そ
の
苦
労
を
体
験
す
る
こ
と
で

児
童
に
食
の
重
要
さ
と
大
切
さ

を
伝
え
る
取
り
組
み
つ
い
て
語

り
、「
飽
食
の
時
代
だ
か
ら
こ

そ
子
供
た
ち
に
食
が
い
か
に
大

事
で
あ
る
か
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

大森 幸平
（おおもり  こうへい）

現①  65歳  無所属

栗田 英明
（くりた  ひであき）

前③  61歳  民主党

荒井 眞理
（あらい  まり）

現①  51歳  無所属（社民党）

小竹 俊之
（こたけ  としゆき）

新  37歳  無所属

近藤 和義
（こんどう  かずよし）

現③  61歳  民主党

牧田 正樹
（まきた  まさき）

新  50歳  無所属

田中   聡
（たなか  さとし）

現①  38歳  無所属

佐渡市議会議員選挙  推薦候補者
投開票日４月10日・定数（22）

上
越
市
議
会
議
員
選
挙  

推
薦
候
補
者

投
開
票
日
４
月
24
日
・
定
数
（
32
）

連合新潟推薦候補者

　

は
じ
め
に
、
連
合
新
潟
女
性

委
員
会
・
池
田
委
員
長
か
ら
、

「
男
女
共
同
参
画
の
実
現
は
道

半
ば
。
こ
れ
か
ら
も
各
組
合
の

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、

民
主
党
県
連
・
菊
田
ま
き
こ
代

表
が
今
の
政
治
情
勢
を
含
め
、

来
た
る
参
議
院
選
挙
に
向
け
た

強
い
決
意
を
訴
え
ま
し
た
。

　

集
会
の
目
玉
と
な
る
講
演
で

は
、
り
べ
る
て
・
え
が
り
て
法

律
事
務
所
の
中
野
麻
美
弁
護
士

を
講
師
に
招
き
ま
し
た
。
講
演

で
は
「
こ
れ
か
ら
の
男
女
共
同

を
手
交
し
、
底
上
げ
を
め
ざ
し
、

連
合
新
潟
と
各
地
域
協
議
会
の

活
動
に
対
す
る
理
解
を
求
め
ま

し
た
。

参
画
に
必
要
な
こ
と
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
雇
用
面
で
の
男
女

格
差
や
安
倍
内
閣
の
政
策
の
問

題
点
な
ど
を
踏
ま
え
、
男
女
共

同
参
画
の
推
進
へ
の
取
り
組
み

方
を
熱
弁
し
ま
し
た
。
中
野
弁

護
士
は
「
男
女
の
格
差
を
な
く

す
に
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
サ
イ
ク
ル
に

よ
る
計
画
的
な
取
り
組
み
に
労

使
交
渉
を
絡
ま
せ
て
い
く
こ
と

が
最
も
重
要
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
春
闘
で
の
取
り
組
み
が
重

要
と
な
っ
て
く
る
。」
と
参
加

者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

食
ネ
ッ
ト
の
活
動
は
ま
も
な

く
一
〇
年
目
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
動
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。


